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研究成果の応用可能性

肝疾患に留まらず、様々
な疾患に対する新規治療
法の新たな側面を切り開
く研究となる可能性があ
ります。
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　腸内細菌の関与するあらゆる病態に対する臨床応用ならび
に適応拡大
　EXを減少させる食品の研究と包括的なメタボリックシンド
ローム対策

Leaky gut の制御はあらゆる背景の肝硬変において病態
進展に加え、各合併症の増悪予防にもつながり、予後改善が
強く期待できるものの未だ臨床応用はされていない。

現在、腸内細菌叢の調整を目的として様々なプロバイオ
ティクスなどの研究開発が行われている。しかし、腸内細菌
叢は日本人でも地域によって大きな差があり、腸内細菌叢が
幼少期にほぼ完成していることもあり単剤での治療を確立す
るには様々なハードルがあると考えられる。

加えて、EX は外注検査で測定可能なものは極めて感度が
低いことも問題であるが、当科は EX の高感度測定法を有し
ており、信頼できる効果判定が可能である。

我々はこれまでに腸管の TJ を強化することで様々な肝疾
患病態が改善することを報告してきた。PXR 活性化作用を
含めて創薬の可能性は極めて高く、産学連携で新規治療に繋
がる研究を進めたいと考えている。
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